第１２回ＤＰＩ障害者政策討論集会　開催要項
総括所見を活用し、条約の国内実施を進めよう
■　日　時　 
2023年
12月2日（土）13時00分から18時15分まで



12月3日（日）10時00分から16時30分まで
■　開催方法
Zoom Webinar
◆　参加費
無料（寄付をお願いする）
◇　主　催
認定ＮＰＯ法人ＤＰＩ日本会議
◇　後援
日本労働組合総連合会、難民を助ける会(AAR Japan)、
(予定)

◇　後援、助成
全日本自治団体労働組合、全国労働組合連絡協議会、全日本水道労働組合、
（予定）
東京都労働組合連合会、自治労東京都本部、自治労東京都庁職員労働組合、

全水道東京水道労働組合、東京交通労働組合、東京清掃労働組合、
日本放送労働組合、(宗)真如苑、(株)土屋

■ プログラム（敬称略）
1日目　12月2日（土）13時00分～18時15分
13時00分～13時15分

主催者、来賓挨拶
13時15分～16時15分

全体会　
「総括所見を活用し、条約の国内実施を進めよう～まずは障害者基本法の改正を！～」

　2022年に国連障害者権利委員会から日本政府に総括所見が出され、これから日本が取り組むべき課題が明確に示された。10月からは内閣府障害者委員会が新委員で再開される。障害者権利委員会の国内モニタリング機関である障害者権利委員会が、総括所見を受け止めて、国内法制度の運用を監視し、改善の方向性を作っていけるかが注目される。

2023年の政策論全体会では、「総括所見を活用し、条約の国内実施を進めよう～まずは障害者基本法の改正を！」をテーマに、新しく障害者政策委員となる方々をお迎えし、総括所見を受けて日本が取り組むべき課題、2011年以降改正されていない障害者基本法の改正について議論する。
■登壇者

臼井久実子（バリアフリー映画研究会）
熊谷晋一郎（東京大学 先端科学技術研究センター）
佐々木桃子（全国手をつなぐ育成会連合会）
田中伸明（日本視覚障害者団体連合）

コーディネーター：崔　栄繁（DPI日本会議議長補佐）

コメンテーター：尾上浩二（DPI日本会議副議長）

16時15分～16時30分

休憩
16時30分～18時15分
地域生活分科会
「脱施設・脱病院のロードマップを考えよう！
～施設や病院からの地域移行の仕組みづくりに向けて～」
　2022年12月に成立した改正障害者総合支援法では、地域生活支援拠点が法定化され、市町村に対する設置の努力義務化がされた。また、報酬改定に向けた検討会でも拠点機能の強化が論点の1つとして示されるなど、地域生活支援拠点の整備を通じた地域移行の推進がめざされている。

　しかし、障害者権利条約や総括所見で指摘されているような脱施設／地域移行を進めていくには、地域生活支援拠点の整備だけでは不十分であり、より集中的な支援が必要な障害者に対して十分な支給決定が行われているか、実際の支援にあたるヘルパー人材がきちんと確保できるかどうか、住宅の確保ができるかどうか、など地域生活の実現にあたっては多角的かつ重層的な課題が山積している。

　そこで、本分科会では現在検討が進められている地域生活支援拠点の機能強化の動向も踏まえつつ、障害者権利条約がめざしている脱施設化、地域移行の推進に向けた様々な課題やその解消に向けた取り組みについてご報告いただき、脱施設化のロードマップについて議論を深めていきたい。

■登壇者
圓山里子（新潟医療福祉カレッジ）
岡部宏生（NPO法人境を越えて理事長）
本間里美（NPO法人境を越えて事務局長）
山田浩（ピープルファーストジャパン）
今村登（DPI日本会議事務局次長）
2日目　12月3日（日）10時00分～16時30分
10時00分～11時45分

国際協力分科会
「ジュディ・ヒューマンの贈り物―孤立、隔離、排除を拒否した生き方をどう継承するか」
　3月に亡くなったジュディ・ヒューマンの自伝（和訳「わたしが人間であるために: 障害者の公民権運動を闘った「私たち」の物語」、現代書館）から、リハビリテーション504条改正での座り込みや、CILバークレー所長、世界銀行障害と開発初代顧問、米国務省国際障害者の権利特別顧問など、彼女の華々しい活動を知ることができます。そこまでの闘いや女性リーダーとしての困難など経て、世界のリーダーとして私たちを鼓舞し、今も前に進めと呼びかける思いを聴きましょう。
■登壇者

スピーチ「ジュディが理想としたDPI札幌世界会議」
西村正樹（DPI日本会議副議長）

対談「世銀での戦いー障害分野のトップとして

盛上真美（全国自立生活センター協議会）、平野みどり（DPI日本会議議長）

報告「人生を称えた葬儀―Cerebration of Life」
降幡博亮（ヒューマンケア協会）

発表「ジュディから学んだこと」
工藤登志子（日本）、パク・チャノ（韓国）

発表「ジュディから継承されたアメリカの自立生活運動の"今"と"課題"」

笠柳大輔（DPI日本会議事務局長補佐）

司会/まとめ:中西由起子（DPI日本会議副議長）

11時45分～12時45分

休憩
12時45分～14時30分
障害女性分科会
「恋愛してはいけないの －大切にしたい自己決定－」
恋愛問題を自由に語り合う環境はあるだろうか、「自分は恋愛してはいけない」と思っている人もいるという当事者からの声を聴いた。恋愛や結婚、子どもをもつ/もたないことなど、向き合いたくても向き合えない社会ではないだろうか。また恋愛というと異性愛が前提になりがちだが、そうでない人、恋愛しない人もいる。恋愛に対する捉え方は様々である。当事者の体験からタブーとされがちな障害者の恋愛について語り合い、解きほぐしたい。また現在においても、深く、広く障害者への人権侵害を蔓延らせてしまった優生思想の根源である優生保護法問題と裁判の状況について、「性と生殖と健康の権利が保障」を踏まえて考えていきたい。
■登壇者
たにぐちまゆ(DPI常任委員・大阪精神障害者連絡会)

野瀬時貞(JCIL 日本自立生活センター)

瀬山紀子(埼玉大学ダイバーシティ推進センター・准教授)

藤原久美子(DPI常任委員・NPO法人神戸Beすけっと事務局長・DPI女性障害者ネットワーク代表)

司会・進行

村田惠子(DPI常任委員・全国頸髄損傷者連絡会)

コーディネーター

佐々木貞子(DPI常任委員)
14時30分～14時45分

休憩
14時45分～16時30分
権利擁護分科会
「滝山病院は特別ではない～精神科医療を知ることからはじめよう」
昨年から今年にかけて、精神科医療・福祉界隈でもっとも多く話題になったのは、滝山病院事件をはじめとする、精神科病院での虐待事件ではないだろうか。
　近年、滝山病院事件に限らず、神出病院事件などの虐待のニュースがメディアで流れることが多いが、決して虐待が増えたのではなく、以前から連綿と行われてきた虐待が、顕在化されるようになってきただけなのである。
　これらの病院は、特別で、例外的な、突出して悪質な病院なのではない。入院体験を持つ多くの精神障害者は、虐待の芽のような取り扱いが、身の回りで隔離や拘束、その他の形で数多く行われていることを知っている。
　強制入院や虐待、身体拘束、進まない地域移行等、日本の精神科医療には多くの問題があり、今こそ変革が必要である。滝山病院事件や神出病院事件等に取り組む方々にご登壇いただき、実態と課題を議論し、政策実現につなげていきたい。
■登壇者
細江昌憲（NPO法人トモニ代表）
原昌平（大阪精神医療人権センター）
吉田明彦（精神医療サバイバーズフロント関西）
天畠大輔（参議院議員）
コーディネーター：たにぐちまゆ（大阪精神障害者連絡会 ぼちぼちクラブ）
　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　聡（DPI日本会議事務局長）
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